患者さんへ
脊椎脊髄手術合併症登録データベース事業について
　近年の高齢化に伴い加齢による背骨の変化を伴う疾患が急速に増加してきております。このため日本国内においても背骨に関係する手術件数が増加の一途をたどり、多くの患者さんがその手術により再び健康な生活を取り戻すことが可能になっています。しかしその一方で、手術治療に伴う合併症も増加し、結果として患者さんに不利益な状況を強いる状況もよく耳にします。そこで脊椎脊髄疾患ならびに末梢神経疾患に対する手術治療を行う各施設診療科における医療の現状を把握するため、またこれらのデータをもとによりよい安全な手術治療が行えるよう、手術治療を受けた患者さんのデータを登録する事業を開始いたしました。この事業を通じて、患者さんにより適切な医療を提供するため各臨床現場でのより具体的な取り組みの資料にしたいと思っております。何卒趣旨をご理解の上、ご協力賜りますようお願い申し上げます。
一般社団法人日本脊髄外科学会　理事長
金　彪
1. 本事業への参加について
　本事業の参加は、患者さんの自由な意思に基づくものであり、参加されたくない場合、データ登録を拒否していただくことが可能です。なお登録を拒否されたことで、日常診療において患者さんが不利益を被ること一切ありません。
2. データ登録の目的
　より良い医療を提供するためには医療の現状を把握することが極めて重要です。このデータ登録により、各手術治療における手術合併症の発生率や内容が把握でき、それぞれの内容について手術を受ける患者さんに手術前に情報を提示することが可能です。これらの情報により患者さんはご自分の受ける手術についての具体的な内容をより理解していただくことが可能となり、手術治療の選択についても有益な情報提供ができます。また我々医療者側でも各手術治療における合併症のリスクを意識することにより、手術の準備から施行までより安全な対策を講じることができます。
3. 登録される情報の内容
　登録される情報は日常の診療で行われる検査や診断、手術治療内容や手術に伴う合併症の内容です。これらの情報はこれ自体で患者さん個人を容易に特定することはできませんが、個人情報に関わるものですので厳重に管理いたします。情報の取り扱いや管理については、関連する法令や取り決め（「個人情報保護法」、「疫学研究の倫理指針」、「臨床研究の倫理指針」、「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」等）を遵守しています。登録されたご自身のデータをご覧になりたい場合は、担当主治医にお問い合わせ下さい。
4. 登録される情報の使われ方
　登録される情報は、治療成績の向上ならびに皆様の健康増進に役立てるため、関連した各学術会議、研究会等で発表・公表されます。この際に用いられる情報は集計・分析を終えた統計情報のみとなりますので、患者さん個人が特定される形での発表・公表ではありません。情報の公開にあたっては、十分な議論のうえ承認された情報のみが発表・公表の対象となります。
お問い合わせについては各施設診療科担当主治医までご連絡下さい。
一般社団法人日本脊髄外科学会統計委員会
脊椎脊髄手術合併症登録データベース事業
URL : http://square.umin.ac.jp/jsss-hp/
